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	翻訳開始因子EIF2は、タンパク質合成開始の最初の制御段階を触媒し、開始tRNAの40Sリボソームサブユニットへの結合を促進します。結合は、メチオニルtRNA、EIF2、およびGTPの三元複合体として起こります。EIF2は、36kDのEIF2-αサブユニット（EIF2S1）、38kDのEIF2-βサブユニット（EIF2S2; MIM 603908）、および52kDのEIF2-γサブユニット（EIF2S3; MIM 300161）という3つの非相同サブユニットで構成されています。三元複合体の形成速度は、EIF2-αのリン酸化状態によって調節される（Ernst et al., 1987 [PubMed 2948954]）。[OMIM提供、2010年2月]
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	1:1000 の Phospho-EIF2S1 (Ser51) ウサギモノクローナル抗体を使用した T24 細胞抽出物のウエスタンブロット分析。

